1． 経営戦略の意味

　 経営戦略とは、「企業の基本方針や将来像を、長期的観点から、環境との関わり方を中心に描いた意思決定の指針である。」と定義される。企業が環境に適応しながらその目的を実現し存続していくために経営戦略が不可欠である。企業にとって環境の大部分は所与でコントロール不可能であるが、環境の一部は選択の対象となり、コントロール可能な部分もある。たとえば、企業がいかなる事業分野を選択するかによって事業環境は「選択される」のであり、また、同業者や他の企業と提携し協定を結ぶことによって環境の一部をコントロールすることも可能である。しかし、基本的に環境は複雑で、変動的である。絶えず変化する環境にただ後追い的に適応するだけであれば、企業は環境変化に翻弄され行動の一貫性が損なわれ、かえって存続が危うくなる恐れがある。そこで行動の一貫性を確保するために経営戦略が不可欠となるのである。

2． 経営戦略の体系

　経営戦略とは、企業が不確実性の大きな環境と激しい企業間競争の中で存続していくための鍵となるものであり、広範な問題領域を含んでいる。

　経営戦略のうち、特に企業全体に関わる戦略を「企業戦略」、それぞれの事業分野に関わる戦略を「事業戦略」、研究開発、マーケティング、生産、人事、財務などそれぞれの企業職能に関わる戦略を「機能別戦略」と呼ぶ。

①構成戦略…これは企業が事業活動を展開する分野の選択・組合せを決定するという戦略課題、いわゆる「ドメインの定義」を行い、「自社のビジネスは何であるべきか」を決定することである。

　②資源貯蓄・展開戦略…これは、ヒト、モノ、カネ、情報・知識などの経営資源を企業内部にどのような形で蓄積し、それらをそれぞれの事業分野にどのように配分するかという「経営資源の蓄積と配分のパターン」を決定する戦略である。

　③競争戦略…これは企業が展開するそれぞれの事業分野において、「いかにして競争優位性を確保・維持するか」に関わる戦略である。すなわち、製品、ビジネス・システム、企業ブランドに関して、「自社の強み、中核能力を何に求めるか」を決めることである。

　④組織間関係戦略…これは、他の組織との間にどのような関係を構築するかに関わる戦略であり、「取引形態の選択」「戦略提携」「Ｍ＆Ａや分社化」などの問題を含んでいる。

3． ドメインの定義

　現在及び将来にわたって企業の事業分野・生存領域を規定する「ドメインの定義」は、経営戦略の中核部分を成している。ドメインを定義することによって、「わが社はいったいどのような会社であるか」という企業のアイデンティティーが明確になり、組織としての一体感が強化される。

4． 多角化戦略

(1) 成長ベクトル

　企業は次の４つの方向で成長を遂げることが可能である。第一は「市場浸透」であり、これは既存の市場において既存の製品の販売促進によりマーケットシェアを高めることを意味している。第二は「市場開発」であり、既存の製品を提供する新たな市場を開拓することを意味している。第三は「製品開発」であり、既存の市場において新製品を開発することである。第四は「多角化」であり、製品と市場の両面において新たな分野に進出することを意味している。

(2) 多角化の理由

1 事業分野の成熟化・衰退化への対応

　どのような製品も、時間の経過とともに「導入期→成長期→成熟期→衰退期」というライフサイクルを経過する。従って、企業が長期的に成長し続けるためには、現在手がけている事業分野が衰退する前に、次の成長性ある事業分野を発掘しておく必要があるのである。

2 リスク分散

　企業活動にリスクはつきものであり、現在好調な事業も、いつ失敗の危機を迎えるかもしれない。そこで、事業を多角化しておくことにより、こうした予見しがたい失敗のリスクを分散させることが可能になる。

　③「成長経済」の実現

　「成長経済」とは、企業がある程度の速度で成長することによって実現される経済性のことである。企業に未利用経営資源が存在している場合、成長によりこうした資源の有効利用の道が開かれることがある。

　④「範囲の経済」の実現

　「範囲の経済」とは、複数の製品や事業を同時に展開する方が、単独で展開するコスト的に有利になることである。これは、副産物を利用したり、技術・ブランド・ノウハウなどの情報的資源を多重活用したり、「シナジー効果」と呼ばれる相乗効果が生ずることによって実現される経済性である。

